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こんにちは 日本共産党 いのくま正一です（１） ２００７年１月号

無料なんでも相談会 毎月第３木曜 １８時３０分～ 事前にご予約ください。 「困ったときこそ親身な相談」

党区議団の条例提案が実っています

子育て・教育支援、町会・自治会支援

現在、党区議団が提出し、審議中の条例
どの条例も、区民のくらし、福祉を応援するものです。

①重度要介護高齢者手当てに関する条例
要介護度４・５で在宅介護している世帯に、月１万円を助成

②保育の実施に関する条例の一部を改正する条例
２人目の保育料を無料にする

③学校給食費助成条例 小中学校の給食費を無料にする

④修学旅行費助成条例 中学校の修学旅行費に１人５万円補助

国
民
に
は
負
担
増
と
増
税
が
さ
ら
に
押
し
寄
せ
ま
す
。
格
差
社
会
を
是
正
し
、
安
心
し
て
く
ら
せ

る
政
治
め
ざ
し
今
年
も
大
い
に
奮
闘
し
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い

党区議団が提案した条例 港区が実施した施策内容

子ども医療費助成条例 ０４年１月提出

（小学６年まで無料に）

その後、中学三年まで無料を要求

中学三年生まで医療費完全無料

０５年４月実施

出産祝金条例 ０５年１０月提出

出産に際し１０万円支給

出産費用の一部助成制度

５０万円を上限に保険から出る費用の差額を助

成（１５万円程度） ０６年４月実施

小中学校卒業アルバム助成条例

作成費一人１万円補助 ０５年３月提出

アルバム作成費一部助成、社会科見学（演劇教

室、美術館）入館料補助、移動教室、夏季学園

の補助 ０６年４月実施

町会や商店街の街灯補助増額条例

（他会派へ共同呼びかけ。４会派で区長に

申し入れ ０６年１０月

区長が、「（町会・商店会の）負担にならない

よう受け止め検討する」と回答。

本年４月実施に向け動き出す

港
区
議
会
は
十
二
月
八
日
の
本
会

議
で
、
政
務
調
査
費
に
領
収
書
の
添

付
を
義
務
付
け
る
条
例
改
正
案
を
全

会
一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。
実
施
は

四
月
一
日
で
す
。

港
区
議
会
で
は
〇
四
年
か
ら
、
各

会
派
の
代
表
で
構
成
す
る
「
議
会
改

革
委
員
会
」
を
設
置
し
、
開
か
れ
た

議
会
を
め
ざ
す
改
革
の
議
論
を
し
て

き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

当
初
か
ら
領
収
書
の
添
付
の
義
務
化

を
提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、
他
会
派

の
同
意
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
十
二
月

六
日
の
幹
事
長
会
で
、
政
務
調
査
費

の
使
途
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、

今
議
会
で
領
収
書
の
添
付
を
義
務
化

す
る
条
例
改
正
を
行
う
よ
う
提
案
し

て
い
ま
し
た
。

政
務
調
査
費
の
領
収
書
添
付
を
義
務
付
け

条
例
決
ま
る

党
区
議
団
は
以
前
か
ら
提
案

６名

党
区
議
団
の
条
例
提
案
の
姿
勢

＊
ま
ず
、
区
民
要
望
の
聞
き
取
り

＊
区
の
制
度
や
他
自
治
体
の
調
査

＊
条
例
案
と
し
て
文
書
化

＊
全
会
派
に
共
同
提
案
呼
び
か
け



国
会
で
医
療
制
度
が
大
改
悪
さ
れ
、

そ
の
中
に
、
都
道
府
県
を
単
位
と
し
て

七
五
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の
保
険
制

度
創
設
が
あ
り
ま
す
。

①
七
五
歳
以
上
の
高
齢
者
す
べ
て
か

ら
保
険
料
を
徴
収
（
現
在
、
被
保
険
者

の
扶
養
の
方
は
保
険
料
負
担
は
な
い
）
。

②
七
五
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
が
増
え

る
と
保
険
料
が
高
く
な
る
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。
保
険
料
が
上
が
る
の
が
「
イ

ヤ
な
ら
」
、
医
者
に
か
か
る
な
、
と
い

う
ひ
ど
い
も
の
で
す
。

そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
、
十
二
月

議
会
に
、
東
京
の
六
二
市
区
町
村
が
共

同
し
て
つ
く
る
「
東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
設
置
」
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
今
の
医
療
制
度
で
被

保
険
者
に
は
な
ん
の
支
障
も
な
い
こ
と
。

「
広
域
連
合
」
を
発
足
さ
せ
る
た
め
に

七
五
年
度
に
二
〇
億
円
も
の
ム
ダ
遣
い

が
さ
れ
る
こ
と
。
七
五
歳
以
上
の
高
齢

者
に
月
平
均
六
千
円
も
の
新
た
な
保
険

料
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
保
険

料
が
止
め
ど
も
な
く
上
が
る
こ
と
を
指

摘
し
反
対
し
ま
し
た
。
一
方
、
自
民
党
、

公
明
党
、
民
主
ク
ラ
ブ
（
民
主
・
社
民
）
、

港
区
民
ク
ラ
ブ
、
か
が
や
き
、
み
な
と

社
民
、
仲
間
へ
勇
気
の
会
が
賛
成
し
ま

し
た
。

こんにちは 日本共産党 いのくま正一です （２）２００７年１月号

シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
竹
芝
の
死
亡
事
故
の

原
因
究
明
と
再
発
防
止
の
た
め
、
党
区

議
団
の
提
案
で
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
故

等
対
策
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
十
一
月
二
七
日
に
は
、
い
の
く
ま

区
議
の
提
案
で
、
シ
ン
ド
ラ
ー
社
の

ケ
ン
・
ス
ミ
ス
社
長
（
当
時
）
を
参

考
人
招
致
し
ま
し
た
。
区
議
会
史
上

初
で
す
。

事
故
原
因
の
究
明
に
関
し
て
ス
ミ

ス
社
長
は
、
「
警
察
の
捜
査
の
妨
げ

と
な
る
の
で
、
答
え
ら
れ
な
い
」
と

の
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
シ
ン
ド
ラ
ー
社
が
警
察
に
事
故
原

因
に
関
す
る
『
意
見
書
』
を
提
出
し

た
の
か
」
と
の
、
い
の
く
ま
区
議
の

質
問
に
、
「
イ
エ
ス
」
と
答
え
ま
し

た
。い
の
く
ま
区
議
は
、
「
ブ
レ
ー
キ

の
製
造
元
、
コ
イ
ル
や
パ
ッ
ド
の
製

造
年
を
明
ら
か
に
せ
よ
」
と
質
問
。
ス

ミ
ス
社
長
は
「
後
日
提
出
す
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

十
二
月
二
六
日
に
は
エ
ス
イ
ー
シ
ー

社
を
参
考
人
招
致
し
ま
し
た
。

保険料大幅増。給付はカット
７５歳以上の高齢者だけの保険制度
後期高齢者医療広域連合 ２００８年度から

視
力
障
害
者
の
方
が
中
心
に
な
っ
て
、
移
動
支
援

事
業
の
無
料
化
を
求
め
る
請
願
が
一
〇
四
名
の
署
名

を
添
え
て
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。請
願
内
容
は
〇
六
年
四
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
始
ま
り
、
原
則
一
割
負
担
が
導
入
さ
れ
、
多
く

の
障
害
者
が
負
担
増
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
す
な
ど

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

を
頼
む
た
め
に
も
費
用
負
担
が
あ
る
た
め
外
出
介
助

を
頼
む
こ
と
が
で
き
ず
社
会
参
加
を
あ
き
ら
め
て
い

る
。
今
の
制
度
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
す
る

だ
け
負
担
増
に
な
る
た
め
利
用
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
区
の
軽
減
策
の
拡
大
、
移
動
支
援
事
業

の
無
料
化
を
求
め
た
も
の
で
す
。

い
の
く
ま
区
議
は
、
区
の
軽
減
策
の
拡
大
や
移
動

支
援
事
業
の
無
料
化
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
い
の
く
ま
区
議
の
提
案
で
、
請
願
の
趣
旨

に
添
っ
て
「
一
日
も
早
く
実
現
す
る
」
よ
う
、
委
員

会
と
し
て
区
に
要
望
し
ま
し
た
。

「
待
機
児
解
消
の
た
め
旧
飯
倉
小

学
校
内
の
保
育
園
施
設
の
活
用
促
進

を
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
の
待
機
児
童
は
十
一
月
一

日
現
在
四
百
二
十
八
名
で
す
。
区
は

待
機
児
解
消
の
た
め
に
、
改
築
に
よ

る
定
員
拡
大
や
、
定
員
の
弾
力
化
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
待
機
児
の

解
消
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

党
区
議
団
は
十
月
二
三
日
、
助
役

に
緊
急
対
策
と
し
て
、
飯
倉
保
育
園
、

南
青
山
保
育
園
の
仮
園
舎
を
継
続
使

用
す
る
よ
う

申
し
入
れ
ま

し
た
。
ま
た
、

十
一
月
議
会

に
お
い
て
一

般
質
問
で
取

り
上
げ
ま
し

た
。
区
も
飯

倉
保
育
園
の

仮
園
舎
に
つ

い
て
は
緊
急
対
策
的
な
保
育
施
設
と

し
て
活
用
す
る
た
め
の
検
討
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。

月６千円

厚生労働省が示している
保険料 ２００８年推計

保険料の算定方法 月額

応益割（頭割） ３１００円

応能割（所得比例）３１００円

合計保険料 ６２００円

基礎年金受給者は ９００円

厚生年金の平均的な受給者は

６２００円

自営業者の子どもと同居する方

３１００円

仮
設
園
舎
が
継
続
し
て
使
用
で
き
ま
す

継
続
使
用
求
め
る
請
願
採
択

飯
倉
保
育
園

今年は定率減税の全廃
住民税フラット化
（現在５％、８％の方が
一律１０％に増税）

自民・公明政治によって負担
増さらに拍車。

シ
ン
ド
ラ
ー
社
長
を
参
考
人
招
致

区
議
会
史
上
初

い
の
く
ま
区
議
が
提
案

移
動
支
援
事
業
の

無
料
化
求
め
る
請
願
を
採
択

「
一
日
も
早
い
実
施
」
を
区
に
要
望

い
の
く
ま
区
議
㊧

右
後
ろ
向
き
は
ス
ミ
ス
社
長


